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2広報なんたん1月号

特 
集
　 

南
丹
市
財
政
健
全
化
に
つ
い
て

南
丹
市
は
平
成
18
年
の
合
併
直
後
か
ら
貯
金
を
崩
さ
な
い
と
予
算
が
組

め
な
い
、
赤
字
体
質
が
恒
常
化
し
て
い
ま
す
。
将
来
世
代
に
重
い
負
担

を
残
さ
な
い
た
め
に
財
政
健
全
化
の
取
り
組
み
を
ま
と
め
ま
し
た
。

■
財
政
の
現
状
と
課
題

　

南
丹
市
は
、
基
金（
貯
金
）の
取
り
崩

し
に
頼
っ
た「
赤
字
体
質
」の
財
政
運
営

が
続
い
て
い
ま
す
。
課
題
と
し
て
少
子

高
齢
化
、
人
口
減
少
の
加
速
化
に
よ
る

収
入
減
や
収
支
不
足
の
増
大
、
多
す
ぎ

る
公
共
施
設
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

■
令
和
９
年
度
ま
で
に

改
善
！
財
政
健
全
化

プ
ラ
ン
の
目
標　

　

令
和
９
年
度
ま
で
に
収
入
の
確
保
と

収
入
の
規
模
に
見
合
っ
た
支
出
の
見
直

し
に
よ
り
収
支
を
改
善
さ
せ
、
基
金
の

取
り
崩
し
に
頼
ら
な
い
財
政
運
営
を
目

指
し
ま
す
。（
行
財
政
の
ス
リ
ム
化
、
収

入
に
見
合
っ
た
支
出
を
基
本
と
す
る
財

政
構
造
へ
の
変
革
）

　
今
回
の
特
集
で
は「
財
政
健
全
化
プ
ラ

ン
緊
急
対
策
」か
ら
抜
粋
し
て
プ
ラ
ン
の

内
容
を
詳
し
く
み
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

 すぐに見直しにとりかかる施設  

日吉はーとぴあ	 →用途廃止
	 　（機能集約）
日吉産業振興会館　	 →廃　止
日吉興風プール	 →休　止
八木スポーツフォアオール	 →廃止して譲渡
日吉広野球技場	 →廃止して譲渡
日吉五ヶ荘野球場	 →廃止して譲渡
園部小山西町老人会館	 →廃　止
園部半田文化センター	 →廃　止
園部埴生文化センター	 →廃止して譲渡
美山福泉館	 →廃　止
八木老人いこいの家	 →廃　止
園部女性の館	 →用途変更
日吉森林総合利用施設	 →廃止して譲渡
日吉山の家	 →廃止して譲渡
美山郷土資料館	 →廃止して譲渡
美山かやぶき美術館	 →廃止して譲渡
美山茅収納庫	 →廃止して譲渡
美山文化ホール（ホール）	→休　止
日吉生涯学習センター	 →支所機能を統合

■
多
す
ぎ
る
公
共
施
設

　
「
財
政
健
全
化
プ
ラ
ン
緊
急
対
策
」の「
歳
出

の
見
直
し
」に
、
公
共
施
設
の
見
直
し
が
挙
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。
南
丹
市
は
公
共
施
設
の
数
が

多
く
、
人
口
減
少
と
財
源
の
縮
小
か
ら
市
に
か

か
る
負
担
が
極
め
て
大
き
い
た
め
で
す
。
公
共

施
設
の
市
民
一
人
当
た
り
の
延
べ
床
面
積
は
、

京
都
府
下
14
市（
京
都
市
を
除
く
）の
う
ち
、
３

番
目
に
多
く
な
っ
て
お
り
、
平
均
を
大
き
く
上

回
っ
て
い
ま
す
。

①
す
ぐ
に
取
り
か
か
る
施
設（
短
期
）

　
【
日
吉
は
ー
と
ぴ
あ
な
ど
19
施
設
】

②
今
後
取
り
か
か
る
施
設（
長
期
）

　
【
八
木
農
村
環
境
公
園
な
ど
26
施
設
】

　
合
わ
せ
て
45
施
設
の
在
り
方
を
見
直
す
こ
と

で
一
億
五
千
万
円
の
支
出
削
減
を
目
指
し
ま

す
。

財政健全化プラン緊急対策
集中健全化期間（令和６年・７年）の
緊急を要する具体的な取組

歳出の見直し（8項目）
（１）公共施設の見直し　（２）補助金等の見直し
（３）事務事業の見直し　（４）工事の見直し
（５）人件費の削減、会計年度任用職員の見直し
（６）内部管理事務と行政サービス提供体制の見直し
（７）市債の適正管理
（８）	公営企業会計、特別会計の繰出金の見直し

▲日吉生涯学習センター ▲八木スポーツフォアオール

実質収支は 18年間黒字決算

基金を取り崩して補填しない場合の実質収支はほとんど赤字決算
基金を取り崩して補填
家庭に置き換えると…
貯金を崩して生活費を補填

基金の取り崩しがない場合の実質収支
実質収支実質収支の推移
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3 広報なんたん1月号

南
丹
市
財
政
健
全
化
市
民
説
明
会
を
美
山
町
・
園
部
町
・
八
木
町
・
日

吉
町
の
４
ヶ
所
で
そ
れ
ぞ
れ
実
施
し
ま
し
た
。
説
明
会
の
様
子
、
主
な

ご
意
見
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

■
補
助
金
な
ど
の
見
直
し

　

各
種
補
助
金
や
負
担
金
、
団
体
負
担

金
、
交
付
金
な
ど
に
つ
い
て
見
直
し
が

計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
歳
入
の
確
保

　

歳
出
削
減
と
あ
わ
せ
て
、
歳
入
増
加

に
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

（
１
）使
用
料
、
手
数
料
の
見
直
し

（
２
）ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
歳
入
確
保

（
３
）市
有
財
産
の
活
用

（
４
）そ
の
他
歳
入
の
確
保

・
法
人
市
民
税（
均
等
割
）の
超
過
課

税
の
実
施　
ほ
か

主
な
補
助
金

公
衆
防
犯
灯
L
E
D
化
補
助
金

共
同
作
業
所
等
通
所
交
通
費
助
成
金

敬
老
事
業
運
営
補
助
金

が
ん
ば
る
農
業
応
援
事
業
補
助
金

販
路
開
拓
支
援
事
業
補
助
金　
ほ
か

負
担
金
・
団
体
負
担
金

お
た
め
し
地
方
暮
ら
し
推
進
事
業
負
担
金

団
体
な
ど
の
す
べ
て
の
負
担
金

交
付
金

小
学
校
跡
施
設
ま
ち
づ
く
り
活
動
支
援

交
付
金

南丹市財政健全化市民説明会を実施しました
説明会での質疑応答について、少しご紹介します。

美
山

お金が無いから削るというだけでは人口減少がもっと進んでいかないか。
住民を元気にし、支えていく施策をお願いしたい。

施策の向上のためには資金が必要であるが、国の支援は少ない。
国への要望活動を行いながら、できる施策を行っていきたい。

八
木 南丹市も夕張市のようになるのか、それが近いのではないかと考えている。

夕張市は市が大型レジャー施設を運営し、その借金及び赤字が市の財政を直撃し
たと思っている。南丹市においても宿泊施設やレジャー施設を財源豊かな時期に
建設しているが、るり渓温泉などについて民間移管を進めた。財政再建団体には
ならないものと考えている。

園
部 人口減少対策の方向性と財政健全化との結びつきはどうなっているのか。

人口増加の取組については、子育ての住宅施策や起業支援で南丹市は実績がある
が、減少には追いつかない。園部インター周辺の市街化への編入により、企業立
地が可能になると、一定市内に住んで働いていただける方も増える。
また住宅立地規制を緩和したことで、八木地域で民間による団地づくりがスター
トしている。山間部では、定住促進の取組で少しは転入いただいているが、残念
ながら現在、空き家バンクの登録物件が不足している状態である。

日
吉 暗い話ばかりではなく、今後の将来の中で明るい話はないか。

スプリングスひよしの運営経費について民間の会社に任
せることにより経費縮減を図れている。その中でいろい
ろなアイデアを民間の中で検討されており、宿泊機能の
充実も含め連携していきたい。
興風保育所の跡を活用した介護施設の検討を進めてい
る。府道停車場線の拡幅や胡麻地域の水問題について近
隣市町と連携しながら、企業誘致も検討していきたい。

◀説明会(美山会場)の様子



まちの話題を紹介します

4広報なんたん1月号

　南丹市出身の武田絵奈さんが、ＪＩＣＡ
海外協力隊事業として1月上旬にキリバス共
和国へ出発されました。
　武田さんは、看護師として長年働かれて
おり、派遣後は現地の病院で院内感染防止
に係る活動に2年間従事されるとのことで
す。
　11月21日に市へ訪問され、西村市長と対
談する中で、武田さんは「まずは現地でキリ
バス語を勉強することになる。現地での活
動も含め大変なことは多いと思うが、逆に
それが楽しみでもある。これまでの経験を
生かしつつ、貢献できるよう頑張りたい」と
話されました。

　長岡京シュピーレンとなんたんSAKURA
の合同チームとして活動している京都シュ
ピーレンSCが9月から行われた第41回関西
少女サッカー京都府大会で優勝し、同大会2
連覇を果たしました。
　12月9日には市へ優勝の報告に来ていた
だき、西村市長からお祝いの言葉が贈られ
ました。副キャプテンの上田萌笑さんは「み
んなで団結して、最後はみんなで喜びあえ
たのがよかった」と笑顔で話されました。

強
い
結
束
力
で
２
連
覇
勝
ち
取
る

12
／
９　
京
都
シ
ュ
ピ
ー
レ
ン
Ｓ
Ｃ
優
勝
報
告
会

▲京都シュピーレンSCの選手ら

　子どもの居場所づくりの一環と
して胡麻地域まちづくり協議会が
主催する「クリスマスもちつき大
会」が12月25日に胡麻基幹集落セ
ンターで開催されました。
　当日はおもちつきをはじめ、ミ
ニミニバスケットやボッチャと
いったスポーツコーナーも設けら
れ、多くの子どもたちがイベント
に集いました。おもちつきでは、

「よいしょー」という掛け声に合わ
せて力強く杵を振り、その後は自
分たちでついたおもちをおいしそ
うに食べる様子が伺えました。
　また、イベントには明治国際医
療大学をはじめ、地元の高校生や
中学生の学生ボランティアもイベ
ントに参加し、子どもたちと一緒
にイベント会場を盛り上げました。

ク
リ
ス
マ
ス
と
お
正
月
の
複
合
イ
ベ
ン
ト

12
／
25　
ク
リ
ス
マ
ス
も
ち
つ
き
大
会

▲自分たちでついたおもちを食べる様子

▲サンタ帽をかぶりながらおもちをつく子ども

▲西村市長（左）、武田さん（右）

11
／
21　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
協
力
隊
派
遣
前
表
敬
訪
問

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
と
し
て
の
活
躍
に
期
待



まちの話題を紹介します

5 広報なんたん1月号

▲ライトアップされた大堰川回廊

　11月14日は、インスリンの発見者
F.バンティング氏の誕生日にちなみ、
世界糖尿病デーとして、世界各地で、
ブルーの明かりを灯し、予防や正しい
知識の普及啓発が行われています。
 今年は、京都中部総合医療センター
主催のもと地域の各団体、保健所や市
が連携し、昼は院内での体験イベン
ト、夜はJR八木駅をはじめ八木の街な
か、大堰川回廊を青く照らし、参加者
らはナイトウォークを楽しむなど、糖
尿病の予防、啓発に取り組みました。

糖
尿
病
予
防
に
向
け
た
第
一
歩

11
／
14　
世
界
糖
尿
病
デ
ー　
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
＆
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

▲大和田代表取締役(左)、西村市長(中)、國府教育長(右)

　 株 式 会 社 リ ー フ（E-BONDグ ル ー
プ）から企業版ふるさと納税制度を活
用して、イリジウム衛星携帯電話端
末、イリジウム衛星携帯電話プリペイ
ドカードを寄附いただき、10月21日、
西村市長から同グループである有限会
社アクアテックの大和田代表取締役へ
感謝状を贈呈しました。
　なお、寄附いただいた物品は災害用
備品や市営バス、スクールバスに配備
し、災害などの緊急時の通信手段とし
て活用する予定です。

▲参加者全員で記念撮影

　11月24日、地域住民の交流を
深め、地域の文化を再発見する
とともに運動することの大切さ
を知っていただくことを目的と
した「クアスポ祭り道端カレンさ
んと一緒に健康ウォーク」が実施
され、56名の参加者が集いまし
た。
　ウォーキングは、クアスポく
ちたんから池上院までの往復５
kmの道のりで、池上院では、歴
史の話をするなど貴重な経験を
していただきました。

道
端
カ
レ
ン
さ
ん
と

　
　
　
　
　
　
健
康
ウ
ォ
ー
ク

11
／
24　
ク
ア
ス
ポ
祭
り
道
端
カ
レ
ン
さ
ん
と
一
緒
に
健
康
ウ
ォ
ー
ク

▲贈呈式の様子

　11月21日、園部ロータリークラブ
と園部ライオンズクラブから映像を活
用して観光に貢献したいとディスプレ
イを寄付いただき、園部駅ビルの園部
文化観光協会に設置しました。
　市内で最も多くの利用があるJR園部
駅で、映像で市内観光名所などの案内
をすることで、今後の観光や交流人口
の増加に期待できます。

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
で
観
光
案
内

11
／
21　
観
光
案
内
用
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
贈
呈
式

有
事
の
際
の
通
信
手
段
と
し
て
活
用

10
／
21　
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
活
用
し
た
寄
附（
物
納
） 

贈
呈
式



Nantan  city

6広報なんたん1月号

　
住
民
の
み
な
さ
ん
の
健
康
寿
命
を
伸
ば
し
、
豊
か
な
人
生
が
お
く
れ
る

よ
う
市
民
健
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
幸
多
き
人
生
の
た
め
に
、
健
診
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

【
令
和
７
年
度
予
算
の
成
立
を
前
提
と
し
た
事
業
で
す
。】

　
知
っ
て
お
き
た
い
が
ん
の
こ
と

　
【
令
和
７
年
度　
市
民
健
診
特
集
】

健
診
で
健
幸
な
生
活
を
実
現
し
ま
し
ょ
う

２
人
に
１
人
は
、
が
ん
に
な
り
、

３
人
に
１
人
は
が
ん
で
亡
く
な
り

ま
す

　

生
活
習
慣
病
や
初
期
の
が
ん
は
、
自

覚
症
状
な
く
進
み
ま
す
。

市
民
健
診
は
、
予
防
、
早
期
発
見
、

早
期
治
療
に
つ
な
が
り
ま
す

　

か
ら
だ
の
状
態
を
知
る
こ
と
で
、
生

活
習
慣
病
の
予
防
・
重
症
化
を
防
げ
ま

す
。

早
期
発
見
で
、
適
切
な
治
療
を
受

け
れ
ば
、
90
％
の
が
ん
が
治
り
ま

す
　

が
ん
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
を
目

的
と
す
る
検
診
を
少
な
い
負
担
で
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

お
得
で
便
利
な
が
ん
検
診
を
活
用

し
ま
し
ょ
う

市
民
健
診
の
案
内
は
、
２
月
上
旬
に

20
歳
以
上
の
住
民
の
方
へ
郵
送
し
ま
す

▼
受
付
方
法

1
．
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト（
W
e
b
）か
ら

申
込
み

✓
希
望
の
日
が
選
べ
ま
す

✓
受
付
期
間
中
は
い
つ
で
も
、
健
診

実
施
日
の
日
程
変
更
、
キ
ャ
ン
セ

ル
が
可
能

2
．
紙
の「
申
込
書
」で
申
込
む

✓
お
住
ま
い
の
地
域
に
よ
り
日
程
を

割
り
振
り
ま
す
。

【
注
意
】　

締
切
後
の
休
日
健
診
は
、

受
付
で
き
ま
せ
ん
。

　
申
込
み
し
や
す
い
よ
う
に
、
案
内
方

法
を
見
直
し
ま
し
た
。

●
申
込
書
が
個
人
別
に
な
り
ま
し
た
。

・
申
込
書
は
、
各
世
帯
毎
に
ま
と
め

て
発
送
し
て
い
ま
す
。

・
世
帯
の
状
況
に
応
じ
、
案
内
通
数

が
2
通
に
分
か
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

▼
同
封
物

ア　
市
民
健
診
の
案
内
①
/
申
込
書

（
全
員
）

イ　
市
民
健
診
の
案
内
②
/
が
ん
検

診
の
案
内（
1
通
）

ウ　
返
信
用
封
筒（
切
手
必
要
）

エ　
ア
ン
ケ
ー
ト（
65
歳
以
上
の
方

の
み
同
封
）

▼
申
込
み
・
受
付
期
間

　
2
月
7
日（
金
）か
ら

　
　
　
2
月
28
日（
金
）ま
で

・
W
e
b
申
込
み
、
紙
申
込
み
の
ど

ち
ら
か
一
方
で
申
込
み
し
て
く
だ

さ
い
。

・
両
方
さ
れ
た
場
合
は
W
e
b
申
込

み
を
優
先
し
ま
す
。

健幸ポイント
対象事業！
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生
活
習
慣
病
に
備
え
る
た
め
に

生
活
習
慣
病
と
健
診

　

生
活
習
慣
病
は
、
食
習
慣
、
運
動
習

慣
、
休
養
、
喫
煙
、
飲
酒
な
ど
の
生
活

習
慣
が
、
発
症
や
進
行
に
関
係
す
る
病

気
の
事
で
す
。
が
ん（
悪
性
新
生
物
）、

心
疾
患（
狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
な
ど
の
心

臓
病
）、
脳
血
管
疾
患（
脳
梗
塞
や
く
も

膜
下
出
血
な
ど
の
脳
の
病
）な
ど
の
病
気

が
含
ま
れ
ま
す
。
医
療
費
や
死
亡
数
か

ら
も
国
民
病
と
い
え
ま
す
。

日
本
人
の
死
亡
数
割
合
の
約
５
割

を
占
め
て
い
ま
す

国
民
医
療
費
の
約
３
割
を
占
め
て

い
ま
す

定
期
的
な
健
診
を
受
け
る
こ
と
で

予
防
に
つ
な
が
り
ま
す

　

健
康
診
断
を
定
期
的
に
受
け
る
こ
と

は
、
病
気
の
早
期
発
見
、
予
防
に
効
果

的
で
す
。

令
和
５
年
人
口
動
態
統
計
よ
り

令
和
４
年
度
国
民
医
療
費
よ
り

が
ん
検
診
に
つ
い
て
大
事
な
お
知
ら
せ

●
国
の
指
針
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り

変
更
に
な
り
ま
す
。

○
子
宮
頸
が
ん
検
診
・
乳
が
ん
検
診
・

胃
が
ん
検
診
は
２
年
に
１
回
の
受

診
に
な
り
ま
す
。【
年
度
末
年
齢
が

偶
数
年
齢
の
方
】

○
胃
が
ん
の
個
別
検
診
で
内
視
鏡
検

査（
胃
カ
メ
ラ
）を
実
施
し
ま
す
。

●
次
に
該
当
す
る
方
は
、
市
の
が
ん
検

診
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

・
全
が
ん
検
診
共
通
：
妊
婦
の
方

・
肺
が
ん
検
診

　
　
６
ヵ
月
以
内
に
血
痰
が
出
た
方

・
胃
が
ん（
バ
リ
ウ
ム
検
査
）

　
食
道
・
胃
・
十
二
指
腸
の
手
術（
腹

腔
鏡
を
含
む
）で
切
除
さ
れ
た
方
、
消

化
管
を
治
療
中
の
方
、
バ
リ
ウ
ム
や

下
剤
に
ア
レ
ル
ギ
ー
有
、
日
常
的
に

強
度
の
便
秘
や
飲
食
時
に
む
せ
る
方

・
胃
が
ん（
胃
カ
メ
ラ
）

　

胃
全
摘
手
術
の
既
往
有
、
胃
疾
患

（
胃
が
ん
・
胃
潰
瘍
）治
療
中
の
方
。

＊
抗
血
栓
薬（
血
液
を
さ
ら
さ
ら
に
す
る

薬
）を
内
服
中
の
方
は
主
治
医
と
相
談

し
て
く
だ
さ
い

・
乳
が
ん
検
診

　

自
覚
症
状
有
、
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー

装
着
、
乳
房
形
成
や
豊
胸
術
有
、
胸

部
の
皮
下
に
医
療
器
具
を
埋
込
の
方

社
会
保
険
被
扶
養
者
の
方
の
特
定

健
診
受
診
に
つ
い
て

①
加
入
先
の
医
療
保
険
者
に『
南
丹
市
市

民
健
診
』で
の
特
定
健
診
の
受
診
が
可

能
か
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

②
健
診
受
診
が
可
能
な
場
合
は
、
京
都

予
防
医
学
セ
ン
タ
ー
（
0
7
5
－

8
1
1
－
9
1
6
2
）へ
申
込
み
し
て

く
だ
さ
い
。

※
特
定
健
診
は
必
ず
健
診
受
診
日
の
２

週
間
前
ま
で
に
申
し
込
み
を
し
て
く

だ
さ
い
。（
当
日
受
付
は
で
き
ま
せ

ん
。）

※
が
ん
検
診
は
特
定
健
康
診
査
受
診
券

の
送
付
を
待
た
ず
に
申
込
期
間
内（
２

／
28
ま
で
）に
、
健
幸
ま
ち
づ
く
り
課

に
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
京
都
府
立
大
学
連
携
事
業
】「
ナ
ト

カ
リ
に
よ
る
高
血
圧
予
防
研
究
」を

実
施
し
て
い
ま
す

　

特
定
健
診
・
メ
タ
ボ
予
防
健
診
の
尿

検
査
で「
尿
ナ
ト
カ
リ
比（
食
塩
摂
取
、

カ
リ
ウ
ム（
野
菜
な
ど
）摂
取
の
バ
ラ
ン

ス
）の
結
果
」を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市
民
健
診
の
日
程
、
内
容
は
、

次
の
ペ
ー
ジ
か
ら
で
す
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個
別
の
が
ん
検
診
医
療
機
関
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。
申
込
者
に
は
個
別
に
案
内
し
ま
す
。

令和７年度市民健診 加入している健康保険の種類と
年齢で対象をチェック

令和７年度がん検診 年齢と性別に応じて、市民のだ
れもが利用できます。

メタボ予防健診 特定健康診査 すこやか健診 肝炎ウイルス検査
20～39歳 ○
40～74歳 ○
75歳以上

（健診当日） ○

その他条件 南丹市国民
健康保険加入者 40歳のみ

自己
負担額

集団 500円 無料
無料

無料
個別 − 1,000円 −

検査内容
問診、計測、血圧測定、内科診察、尿・血液検査、
心電図検査（特定健診、すこやか健診のみ）、眼底
検査（特定健診の内該当者のみ）

血液検査

検診内容 対象者
受診間隔

自己負担 受診場所

男
女
と
も
受
け
ら
れ
る
が
ん
検
診

大腸がん 検便 ４０歳以上
年１回

　100円 集団

胃がん
胃バリウム検査（X線） ４０歳以上

２年に１回（年度末偶数年齢）
　500円 集団

胃カメラ ５０歳以上 3,000円 個別医療機関

肺がん
胸のレントゲン検査 ４０歳以上

年に１回
　300円

集団
喀痰検査 50歳以上の

重喫煙者 無料

女
性
の
が
ん
検
診

子宮頸がん 細胞診 ２０歳以上
の女性

２年に１回（年度末偶数年齢）
　400円 集団
　500円 個別医療機関

乳がん マンモグラフィー
（乳房のレントゲン検査）

４０歳以上
の女性

２年に１回（年度末偶数年齢）
　400円 集団
1,000円 個別医療機関

●70歳以上の方は、全
ての自己負担が無料
です。

●生活保護を受けてい
る方へ
特定健康診査、各種が
ん検診の自己負担金は
申請により後日、補助
を受けることができま
す。受診後に健幸まち
づくり課に申請してく
ださい。

・
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
よ

る
救
命

・
が
ん
以
外
の
病
気
の
発
見
と

治
療

・
診
断
が
1
0
0
％
正
確
と
は

限
ら
な
い
。

・
不
必
要
な
検
査
や
治
療
に
つ

な
が
る
場
合
が
あ
る
。

が
ん
検
診
の
メ
リ
ッ
ト

４
月
に
年
度
末
年
齢
が
21

歳
の
方
に
郵
送
し
ま
す
。

（
隔
年
受
診
の
例
外
）

子
宮
頸
が
ん
の

無
料
ク
ー
ポ
ン

が
ん
検
診
の
デ
メ
リ
ッ
ト

そ
の
他
、
前
ペ
ー
ジ
の
受

診
の
留
意
事
項
も
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。
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個別健診の実施（５月～） 集団健診の実施（４月～５月）

問い合わせ先
健幸まちづくり課　℡（0771）68─0016

１ 川西診療所 ８ 山田医院

２ 園部病院 ９ 胡麻佐野診療所

３ 冨井内科医院 10 藤岡五ケ荘診療所

４ 西田医院 11 吉田医院

５ 仁丹医院 12 明治国際医療大学附属病院

６ 広野医院 13 南丹みやま診療所

７ きむら診療所 14 美山林健センター診療所

日時 会場

４月２２日（火）

口丹波勤労者福祉会館

４月２３日（水）

４月２４日（木）

４月２５日（金）

４月２８日（月）

４月３０日（水）

５月　２日（金）

５月　７日（水）

南丹市保健福祉センター
美山分室

５月　８日（木）

５月　９日（金）

５月１２日（月）

５月１３日（火）

南丹市国際交流会館

５月１４日（水）

５月１５日（木）

５月１６日（金）

５月１８日（日）
休日健診

５月２０日（火）

５月２１日（水）

５月２２日（木）

５月２３日（金）

５月２７日（火）

特定健診・すこやか健診個別健診実施医療機関（５～９月）
●申込み　『市民健診申込書』に希望の医療機関番号を記入

●託児希望の方　各会場に１日ずつ託児の日を設定し
ます。受診票と共に案内しますので、届いてから申
し込んでください。

●子宮頸がん・乳がん：５～１２月
●胃がん（胃カメラ）：７月～１２月
実施の医療機関は、市のホームページに掲載しています。

・集団健診を申込みされた方には、４月上旬に「受診票」と「日時の案内」を送付
します。

・個別健診を申込みされた方には、５月上旬（胃がんは６月以降）に受診票を送
付します。

 受診票が届いてから医療機関に予約 してください。

受診票の送付、個別健診の日程予約について

お知らせとお詫び

日吉会場の一時休止について

　日吉生涯学習センターの改修工事（令和７年
11月末まで）による代替の会場について検討
しましたが、安全に健診を実施できる候補地
がないことから、やむを得ず令和７年度は日
吉会場を休止することとなりました。ご不便
をおかけしますが、ご了承賜りますようお願
いします。
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作
品
を
巡
る「
芸
術
散
歩
」も
好
評
で
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
と
共
に
秋
か
ら
冬
に
か
け

た
五
ヶ
荘
の
人
気
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し

た
。

　

令
和
４
年
度
か
ら
集
落
支
援
事
業
を

活
用
し
、「
海
老
坂
峠
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

「
空
家
な
ん
と
か
し
隊
」等
、
複
数
の
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。「
空
家
な
ん

と
か
し
隊
」で
は
、
地
域
内
の
空
家
を
地

描こう
みんなで

協
働
の
キ
ャ
ン
バ
ス
79
「
集
落
支
援
事
業
の
紹
介
」
日
吉
町
地
域
編

地
域
の
さ
ら
な
る
活
性
化
を
目
指
し
て
！

　

住
み
よ
い
む
ら
づ
く
り
協
議
会
は
、

吉
野
辺
、
中
組
、
海
老
谷
、
東
組
、
下

佐
々
江
、
中
佐
々
江
、
上
佐
々
江
の
７

集
落
で
構
成
さ
れ
、
1
9
0
世
帯
、
人
口

3
5
8
人
、
高
齢
化
率
54
％
の
地
域
で

活
動
し
て
い
ま
す
。
平
成
27
年
７
月
の

協
議
会
設
立
後
、
平
成
19
年
４
月
に
閉

校
と
な
っ
た
旧
五
ヶ
荘
小
学
校
の
校
舎

を
活
用
し
、
様
々
な
事
業
を
展
開
し
て

き
ま
し
た
。
毎
月
の
行
事
等
を
掲
載
し

た
広
報
誌「
ま
な
び
や
通
信
」も
75
号
目

に
な
り
、
来
館
者
も
増
加
し
ま
し
た
。

　

一
昨
年
か
ら
は
、
地
域
の
芸
術
家
の

図
に
落
と
し
込
み
、
可
視
化
を
図
る
な

ど
、
地
域
の
現
状
把
握
に
成
果
を
上
げ

て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
、
海
老
坂
峠
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
お
い
て
は
、
歴
史
的
に
も
貴
重

な
峠
道
の
復
活
が
実
現
し
ま
し
た
。
こ

の
峠
は
地
域
で
大
切
に
思
っ
て
い
る
方
が

た
く
さ
ん
お
ら
れ
、
倒
木
の
整
備
を
繰

り
返
し
、
多
く
の
方
の
協
力
に
よ
り
昨

年
、
玉
岩
地
蔵
の
大
祭
の
日
に「
海
老
坂

峠
歩
こ
う
会
」を
開
催
す
る
事
が
出
来
ま

し
た
。

　
毎
回
参
加
者
が
殺
到
す
る「
市
営
バ
ス

に
乗
ろ
う
会
」も
好
評
で
、
地
域
住
民
の

生
活
を
支
え
る
バ
ス
の
維
持
に
繋
が
る

利
用
促
進
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
立
命
館
大
学
、
明
治
国
際

医
療
大
学
と
の
大
学
連
携
事
業
や
、
諸

団
体
と
の
協
働
イ
ベ
ン
ト
、
気
軽
に
立

ち
寄
れ
る
居
場
所
づ
く
り
や
移
住
促
進
、

お
試
し
住
宅
の
活
用
な
ど
に
も
積
極
的

に
取
り
組
み
、
音
楽
・
文
化
・
芸
術
を
楽

し
む
機
会
の
提
供
等
、
多
く
の
イ
ベ
ン

ト
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
令
和
７
年

度
に
お
い
て
も
集
落
支
援
事
業
を
継
続

し
て
取
り
組
み
、
こ
れ
ま
で
積
み
重
ね
て

き
た
実
績
を
今
後
に
残
し
伝
え
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

地
域
で
お
手
伝
い
で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ

お
声
か
け
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
集
落
支
援
員
室

　
℡（
０
７
７
１
）６
８
│
０
１
０
８

【杉山　雅之 氏「野外彫刻」展示】
南丹市五ヶ荘地域活性化センター

（旧五ヶ荘小学校）グラウンドにて
令和7年3月1日まで展示中

住
み
よ
い
む
ら
づ
く
り
協
議
会

【五ヶ荘秋の風景】

【冬のライトアップ】 【秋の芸術散歩】

【市営バスに乗ろう会】 【整備中の海老坂峠】
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今
年
度
、
殿
田
小
学
校
は
全

校
五
十
五
名
、
各
学
年
十
名
前

後
の
児
童
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。

小
規
模
校
な
ら
で
は
の
フ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
よ
さ
を
生
か
し
、
本

校
で
は
学
年
で
の
活
動
だ
け
で

な
く
、
様
々
な
集
団
で
の
活
動

を
大
切
に
し
て
き
ま
し
た
。

　
一
つ
目
は
、「
か
が
や
き
班
」

で
の
活
動
で
す
。
か
が
や
き
班

と
は
、
学
年
を
縦
割
り
に
し
た

班
で
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
で
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
四
月
に
は
、
一
年
生
の
歓

迎
も
兼
ね
て
、
全
校
ハ
イ
キ
ン
グ
を
実
施
し

ま
し
た
。
班
ご
と
に
殿
田
小
地
域
を
歩
い
た

り
、
遊
ん
だ
り
、
一
緒
に
お
弁
当
を
食
べ
た
り

し
ま
し
た
。
高
学
年
が
低
学
年
を
気
遣
う
姿

や
、
逆
に
低
学
年
が
高
学
年
を
慕
う
姿
が
た

く
さ
ん
見
ら
れ
ま
し
た
。
日
常
生
活
の
中
で

は
、
掃
除
を
す
る
時
に
も
こ
の
班
で
活
動
し

ま
す
。
高
学
年
が
役
割
を
指
示
し
て
、
掃
除

の
仕
方
や
道
具
の
使
い
方
を
低
学
年
に
教
え
、

自
分
た
ち
の
力
で
自
主
的
に
掃
除
を
す
る
力

を
身
に
つ
け
て
き
ま
し
た
。
他
に
も
、
か
が
や

き
班
遊
び
や
運
動
会
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
場

面
で
班
の
絆
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

　

二
つ
目
は
、
交
流
給
食
で
す
。
普
段
給
食

は
各
学
年
の
教
室
で
食
べ
て
い
ま
す
が
、
今
年

度
は
二
つ
の
学
年
ま
た
は
三
つ
の
学
年
が
一
緒

に
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
で
食
べ
る
機
会
を
設
定
し
ま

し
た
。
食
べ
る
と
き
だ
け
で
な
く
、
配
膳
を
す

る
と
き
に
も
学
年
を
超
え
て
協
力
し
合
う
様

子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
話
を
し

な
が
ら
一
緒
に
給
食
を
食
べ
る
こ
と
で
、
和

や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
も
、
全
校
遊
び
や
委
員
会
活

動
な
ど
の
異
年
齢
活
動
を
通
し
て
、
協
力
し

合
う
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
り
、
集
団
の

中
で
自
分
の
よ
さ
を
生
か
そ
う
と
す
る
力
を

身
に
付
け
た
り
し
て
き
ま
し
た
。

　
学
校
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
子
ど
も
が
共
に

学
び
、
生
活
し
て
い
ま
す
。
一
人
一
人
が
お

互
い
の
目
線
に
立
っ
て
考
え
、
行
動
す
る
こ

と
で
、
み
ん
な
が
笑
顔
で
過
ご
せ
る
学
校
に

な
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
子
ど
も

た
ち
が
人
と
の
繋
が
り
を
大
切
に
し
、
人
を

思
い
や
る
気
持
ち
を
育
ん
で
い
け
る
よ
う
な

学
校
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

南
丹
市
立
殿
田
小
学
校

人
権
教
育
主
任　
堀ほ

り
川か
わ　
裕ゆ

香か
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や
ア
カ
ウ
ン
ト
の
Ｉ
Ｄ
、
パ
ス
ワ
ー

ド
を
入
力
し
な
い
。

日
頃
か
ら
の
対
策
が
大
切

●
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ソ
フ
ト
や
携
帯
会

社
の
対
策
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
す
る
。

●
同
じ
Ｉ
Ｄ
や
パ
ス
ワ
ー
ド
の
使
い

回
し
を
し
な
い
。

●
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
利
用
明
細

を
こ
ま
め
に
確
認
す
る
。

●
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
利
用
限
度

額
を
必
要
最
低
限
に
設
定
す
る
。

一
人
で
悩
ま
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い

一
人
で
悩
ま
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い

●
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
や
金
融

機
関
な
ど
に
連
絡
す
る
。

●
同
じ
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
等
を
使

い
回
し
て
い
た
ら
、
全
て
の
サ
ー
ビ

ス
の
登
録
情
報
を
変
更
す
る
。

●
不
安
に
思
う
こ
と
が
あ
れ
ば
、
窓

口
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

事例  宅配業者から不在配達のメール
が届き、「再配達」のため個人情報を入
力した。「再配達料」を支払うためクレ
ジットカード番号を入力したらエラー
になり、３枚目のカードで支払完了し
た。詐欺と気づき、初めのカード会社
に 電 話 す る と 既 に
６万円決済されてい
た。他のカードも不
正利用されたらどう
したらよいか。

（20歳代・女性）

○
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
　
℡
１
８
８（
い
や
や
！
）

○
南
丹
市
消
費
生
活
相
談
窓
口

　
　

 

℡（
０
７
７
１
）６
８
─
０
１
０
０

　
　
月
曜
・
火
曜
・
金
曜（
祝
日
は
休
み
）

　
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

○
京
丹
波
町
消
費
生
活
相
談
窓
口

　
　
℡（
０
７
７
１
）８
２
─
３
８
０
３

　
　
水
曜
・
木
曜（
祝
日
は
休
み
）

　
　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

（
商
工
観
光
課
）

お気軽にご相談ください

そ
の
メ
ー
ル
、フ
ィッ
シ
ン
グ
？

●
利
用
中
の
事
業
者
や
公
的
機
関
な

ど
か
ら
届
い
た
Ｓ
Ｍ
Ｓ
や
メ
ー
ル
で

も
、
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
詐
欺
を
疑
い
、

リ
ン
ク
に
ア
ク
セ
ス
し
な
い
。

●
事
前
に
ブ
ッ
ク
マ
ー
ク
し
た
正
規

の
サ
イ
ト
や
ア
プ
リ
か
ら
ア
ク
セ
ス

す
る
。

●
安
易
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
番
号

★★  

ひ
と
こ
と
助
言

ひ
と
こ
と
助
言  

★★

▲全校ハイキングの様子

▲交流給食の様子
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市府民税申告・所得税確定申告相談会のご案内
　令和7年１月１日現在の南丹市民の方を対象にした令和7年度市府民税の申告と簡易な確定申告をされる方

（令和6年分）の所得申告相談会を開催します。

申告期間：2月17日（月）～3月17日（月）

※所得税の申告相談については、園部税務署で期間中の土日祝を除く毎日、特設会場を開設されています。
※作成済申告書の提出や収入なしの申告は本庁及び各支所窓口でしていただけますが、郵送提出のご協力をお願いします。

会　　　場 開　催　日　時

市役所本庁
中央庁舎２階
防災会議室

 （事前予約制で開催します） 

申告期間中の　月曜日・水曜日・金曜日
　　　　　　　　　　※２月２４日（月祝）を除く

午前の部  ①9：00 ②9：30 ③10：00 ④10：30 ⑤11：00
午後の部  ⑥13：00 ⑦13：30 ⑧14：00 ⑨14：30 ⑩15：30 ⑪16：00 

【予約方法】

・１人１枠（３０分程度）になりますので、申告人数分の枠数をご予約ください。
・書類不備等により予約時間内で終わらない場合、再度予約をお取りいただくことになります。

美山支所
1階　大会議室

 （当日受付順で開催します） 

2月20日(木)・27日(木)、3月6日(木)・13日(木)
※最終日（3月13日）は午前の部のみ
午前の部  9：00～11：30　　午後の部  13：00～16：00
※午前・午後とも受付開始の15分前から番号札を配布しますが、混雑により早めに

受付を終了する場合があります。

インターネット予約（LINE予約）
１月２７日（月）８時３０分受付開始

※２４時間利用可能
　（翌日分の予約は前日16:30まで）
※LINE予約の操作方法などの詳細は市ホーム

ページをご覧ください

電話予約
２月３日（月）９時００分受付開始

予約専用ダイヤル
☎050-3505-2020

受付時間（開庁日9:00～
16:30）

※予約開始後の3日間程度はつながりに
くくなることが予想されます。（LINE予約） （市ホームページ）

申告が必要な場合市民税・府民税の
申告は不要です

市民税・府民税の
申告は不要です

市民税・府民税の申告をしてください

※勤務先の給与担当へご確認
　ください

勤務先から南丹市へ
給与支払報告書が
提出されている

源泉徴収票に記載のない控除
を申告したい
または控除内容を変更したい

・所得（非）課税証明書が必要
・所得判定が必要な行政サービスを
  受けたり、料金の算定に必要
国民健康保険、介護保険、福祉医療、
障がい者福祉、後期高齢者医療、扶養
認定（扶養手当、健康保険）、公営住宅、
保育料、各種奨学金　など

税務署へ所得税の
確定申告をする

※遺族年金・障害年金などの
　非課税所得のみの方は「いいえ」
　へ。
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相談会場ご利用の方へお願い
・当日の混雑を避け、スムーズにご案内をさせていただくため、収支内訳書や医療費控除の明細書は必ずご
自宅で事前に作成いただき、生命保険料等の控除に必要な添付書類の整理（開封・切取り等）も済ませてご
持参いただきますようご協力をお願いいたします。

・相談内容により税務署での申告を案内することがあります。
・所得税申告（確定申告）をされる場合は、国税庁ホームページをご覧ください
・所得税の申告相談については、園部税務署：℡0771-62-0340へお問い合わせください。

申告に必要なもの
① 運転免許証などの本人確認書類　　② 個人番号カード又は通知カード
③ 前年中の収入、所得がわかるもの（源泉徴収票、支払調書、完成させた収支内訳書など）
④ 所得控除に必要な証明書（南丹市以外の国民健康保険・社会保険料、国民年金保険料、生命保険料、地震

保険料など）
⑤ 障害者控除を受ける方は、障害者手帳、療育手帳、障害者控除対象者認定書など
⑥ 医療費控除を受ける方は、完成させた医療費控除の明細書（領収書の添付不要）
⑦ 寄附金控除を受ける方は、団体が発行した領収書など
⑧ 所得税の還付を受ける方は、通帳など還付受取口座（本人名義）のわかるもの

受付対象外の確定申告（当申告相談会ではお受けできませんので、税務署で申告をしてください）

◆令和６年分以外の申告　◆青色申告　◆準確定申告（納税者が死亡した場合の手続き）
◆分離課税申告（土地建物や株式等の譲渡所得、配当所得、山林所得、退職所得、先物取引に係る所得）
◆雑損控除、繰越損失の申告　◆住宅借入金等特別控除の１年目の申告　
◆特定支出控除（給与所得）の申告　◆住宅特定改修特別税額控除などの申告
◆国外居住の親族を扶養控除とする申告

ご注意ください
次の事項については、令和７年度市府民税納税通知書送達後に確定申告書を提出した場合は、市府民税の計
算に算入することができません。
◆青色・白色事業専従者給与の必要経費の算入
◆居住用財産の買換え等の場合の譲渡損失や特定居住用財産の譲渡損失の損益通算及び繰越控除
◆居住用財産を譲渡した場合の長期譲渡所得に係る課税の特例　◆肉用牛売却所得の課税の特例
◆特定管理株式等が価値を失った場合の株式等に係る譲渡所得等の課税の特例
◆特定中小会社が発行した株式に係る譲渡損失の繰越控除等及び譲渡所得等の課税の特例
◆先物取引の差金等決済に係る損失の繰越控除
〈令和7年度納税通知書発送日（予定）〉　住民税が給与天引きの方(令和７年5月15日)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　上記以外の方　　　　　(令和７年6月6日)

お問い合わせ：税務課 ℡0771-68-0004

令和６年分確定申告に関する園部税務署からのお知らせ
申告書等の控えへの収受日付印への押なつについて
　国税庁・国税局・税務署では、税務行政のデジタル化における手続の見直しの一環として、令和７年１月
から、申告書等の控えに収受日付印の押なつを行わないこととしました。
　令和７年１月からは、申告書等を書面で提出する際には、申告書等の正本（提出用）のみを提出（送付）して
いただきますようお願いします。また、申告書等の提出年月日は、必要に応じて、ご自身で記録・管理をお
願いします。対象となる「申告書等」とは、国税庁・国税局・税務署に提出（送付）される全ての文書です。申
告書等をe-Taxにより提出した場合は、メッセージ
ボックスから送信日時や申告内容を確認することが
できます。
お問い合わせ：園部税務署 ℡0771-62-0340

園部税務署の確定申告会場の開設期間
２月17日(月)～３月17日(月)（土・日・祝日を除く。）

受付時間　８時30分～16時（早めに受付終了の場合あり）
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お知らせコーナー

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
健
康
保

険
証
の
一
体
化
に
つ
い
て

　
令
和
６
年
12
月
２
日
か
ら
、
健

康
保
険
証
は
新
た
に
発
行
さ
れ
な

く
な
り
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を
基
本

と
す
る
仕
組
み
に
移
行
し
ま
し

た
。

　
マ
イ
ナ
保
険
証
へ
の
切
り
替
え

が
ま
だ
お
済
み
で
な
い
方
は
、
今

お
持
ち
の
保
険
証
で
、
記
載
さ
れ

て
い
る
有
効
期
限
ま
で
利
用
で
き

ま
す
。

　
ま
た
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を
お
持

ち
で
な
い
方
や
令
和
７
年
７
月
31

日
ま
で
に
新
た
に
後
期
高
齢
者
に

な
る
方
に
は
、
申
請
不
要
で
有
効

期
限
ま
で
に
資
格
確
認
書
を
お
届

け
し
ま
す
。

　
診
療
履
歴
に
基
づ
い
た
よ
り
良

い
医
療
が
受
け
ら
れ
る
な
ど
、
便

利
で
安
全
な
マ
イ
ナ
保
険
証
へ
の

切
り
替
え
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課　

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
１
１

後
期
高
齢
者
短
期
人
間
ド
ッ
ク

利
用
助
成
受
付
の
終
了
に
つ
い
て

　
令
和
６
年
５
月
１
日
か
ら
受
診

開
始
の
人
間
ド
ッ
ク
に
つ
い
て

は
、
定
員
に
達
し
ま
し
た
た
め
、

今
年
度
の
受
付
を
終
了
し
ま
し

た
。

　
な
お
、
令
和
６
年
度
中
に
受
診

を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
全
額
自

己
負
担
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

問
市
民
課　
　

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
１
１

自
主
的
な
介
護
予
防
活
動
団
体
の

募
集
に
つ
い
て

　
介
護
予
防
を
目
的
と
し
た
体
操

等
を
実
施
さ
れ
る
団
体
に
補
助
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
７
年
度
の
補
助
対
象
団
体

を
募
集
し
ま
す
の
で
、
登
録
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
、
必
要
書
類
を

添
え
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
登
録
要
件
　
地
域
の
高
齢
者
を

対
象
に
、
介
護
予
防
を
目
的
と
し

た
体
操
等
の
活
動
を
月
２
回
以
上

定
期
的
に
継
続
し
て
実
施
さ
れ
て

い
る
自
治
会
や
有
志
な
ど

●
申
請
期
限
　
３
月
14
日（
金
）

問
高
齢
福
祉
課　

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
０
６

南
丹
市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
委

員
を
募
集
し
ま
す

●
応
募
資
格
　
市
内
に
住
所
を
有

し
、
小
学
生
以
下
の
子
ど
も
の
保

護
者
ま
た
は
子
育
て
経
験
が
あ

り
、
平
日
昼
間
に
開
催
す
る
会
議

に
出
席
し
て
積
極
的
に
意
見
を
述

べ
て
い
た
だ
け
る
方

●
任
期
　
令
和
９
年
３
月
31
日
ま

で●
募
集
人
数
　
５
名
以
内

●
応
募
方
法
　
２
月
21
日（
金
）ま

で
に
、
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
作
文
を
添
付
し
、

持
参
ま
た
は
郵
送
に
よ
り
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
申
込
書
は
こ
ど
も
家
庭
課

ま
た
は
各
支
所
総
務
課
に
備
え
付

け
て
い
ま
す
。

●
作
文
テ
ー
マ
　「
南
丹
市
子
ど

も
・
子
育
て
会
議
委
員
へ
の
応
募

動
機
」４
０
０
字
～
８
０
０
字
程

度●
選
考
結
果
　
選
考
の
う
え
、
応

募
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

問
こ
ど
も
家
庭
課

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
２
８

南
丹
市
災
害
時
要
配
慮
者
支
援
台

帳
登
録
の
ご
案
内

　
災
害
時
に
自
力
で
避
難
す
る
こ

と
に
不
安
の
あ
る
方
が
、
必
要
な

支
援
を
迅
速
に
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
す
る
た
め
、
要
配
慮
者
の
情
報

を
事
前
に
把
握
し
、
関
係
機
関
と

市
で
共
有
し
ま
す
。
登
録
を
希
望

さ
れ
る
方
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

●
対
象
者
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
在
宅
の
方

①
身
体
障
害
者
手
帳
２
級
以
上
、

療
育
手
帳
Ａ
、
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
１
級
を
お
持
ち
の
方

②
介
護
保
険
制
度
で
要
介
護
３
以

上
の
認
定
を
受
け
て
い
る
方

③
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の

方
、
75
歳
以
上
の
み
で
構
成
さ
れ

て
い
る
世
帯
の
方

④
人
工
透
析
を
受
け
て
い
る
方

⑤
上
記
の
ほ
か
特
に
支
援
が
必
要

な
方（
日
本
語
の
理
解
が
十
分
で

は
な
い
外
国
人
の
方
等
）

●
必
要
な
も
の
　
印
鑑（
自
署
の

場
合
は
不
要
）

●
申
込
期
間　
５
月
９
日（
金
）ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
福
祉
相
談
課

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
２
３

くわしくは
南丹市HP

政府広報オンライン
マイナ保険証について
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15 広報なんたん1月号

お知らせコーナー

高
校
生
給
付
型
奨
学
金
第
１
次
申

請
を
受
け
付
け
ま
す

●
対
象
　
市
民
税
非
課
税
世
帯
の

う
ち
、
ひ
と
り
親
世
帯
、
障
が
い

者
世
帯（
父
母
ま
た
は
そ
の
一
方

が
身
体
障
害
者
手
帳
３
級
以
上
な

ど
）

●
申
請
方
法
　
２
月
３
日（
月
）

～
２
月
28
日（
金
）に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

問
南
丹
保
健
所
福
祉
課　

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
２
－
０
３
６
１

納
期
限
の
お
知
ら
せ

〈
2
月
28
日（
金
）納
期
限
〉

・
国
民
健
康
保
険
税
第
９
期
分

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
第
８

期
分

問
市
民
課　

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
１
１

・
介
護
保
険
料
第
９
期
分

問
高
齢
福
祉
課　

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
０
６

・
保
育
所
保
育
料
等
２
月
分　

・
保
育
所
延
長
保
育
料
１
月
分　

・
一
時
保
育
料
１
月
分　

・
幼
稚
園
給
食
費
２
月
分　

・
幼
稚
園
預
か
り
保
育
料
１
月
分

・
す
こ
や
か
学
園
使
用
料
２
月
分

問
幼
児
教
育
・
保
育
推
進
課　

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
１
７

・
市
営
住
宅
使
用
料
２
月
分　
　

問
都
市
計
画
課　

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
５
２

・
学
校
給
食
費
２
月
分　
　
　
　

問
学
校
教
育
課　

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
５
６

・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
負
担
金
２

月
分　
　

問
社
会
教
育
課　

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
５
７

※
市
税
や
各
種
料
金
の
納
付
に

は
、
口
座
振
替
が
大
変
便
利
で

す
。
ま
た
、
市
税
や
一
部
料
金
で

は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
で

納
付
が
可
能
で
す
。

八
木
市
民
セ
ン
タ
ー

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

●
臨
時
休
館
日
　
２
月
８
日（
土
）

午
前
９
時
～
正
午

※
午
後
１
時
以
降
は
通
常
開
館

し
、
利
用
で
き
ま
す
。

問
八
木
市
民
セ
ン
タ
ー　

 

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
４
２
－
３
１
３
２

（
月
曜
・
祝
日
休
館
）

南
丹
市
園
部
女
性
の
館
の
臨
時
休

館
に
つ
い
て

●
臨
時
休
館
日
　

２
月
27
日（
木
）・
３
月
27
日（
木
）

終
日

問
人
権
政
策
課　

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
１
５

南
丹
市「
参
農
サ
ポ
ー
タ
ー
」募
集

　
農
業
体
験
か
ら
、
営
農
や
農
業

研
修
ま
で
、「
農
」に
関
わ
り
た
い

人
た
ち
の
受
け
入
れ
を
提
供
す
る

「
参
農
サ
ポ
ー
タ
ー
」を
募
集
し
ま

す
。　

　
新
た
な
農
の
担
い
手
を
増
や
す

た
め
地
域
の
皆
さ
ん
の
ス
キ
ル
と

ご
経
験
を
ご
提
供
く
だ
さ
い
。

問
南
丹
市
参
農
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー（
南
丹
市
日
吉
支
所
内
）（
毎
週

火
曜
・
木
曜
13
時
～
17
時
）

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
１
６
１
６

sannou.nantan@
gm
ail.

com心
身
障
害
児
者
年
金
申
請
の
お
知

ら
せ

●
対
象
者
　
市
民
税
非
課
税
世
帯

で
、
令
和
６
年
４
月
１
日
時
点
で

市
内
に
３
年
以
上
居
住
す
る
20
歳

未
満
の
方
の
う
ち
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方
。

・
身
体
障
害
者
手
帳
１・
２
級
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
・

２
級
ま
た
は
療
育
手
帳
所
持
者
。

・
心
身
障
が
い
に
よ
り
日
常
生
活

を
著
し
く
制
限
さ
れ
て
い
る
、
ま

た
は
介
護
の
必
要
が
あ
る
方
。

・
特
別
支
援
学
級
ま
た
は
特
別
支

援
学
校
に
在
籍
し
て
い
る
方
。

●
助
成
金
額
　
年
額
２
万
円

●
申
請
方
法
　
２
月
28
日（
金
）ま

で
に
印
鑑
お
よ
び
通
帳
な
ど
の
振

込
金
融
機
関
が
確
認
で
き
る
も
の

を
持
参
の
う
え
、
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

問
社
会
福
祉
課　

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
０
７

在
宅
重
度
身
体
障
害
者
介
護
者
激

励
金
申
請
の
お
知
ら
せ

●
対
象
者
　
市
民
税
非
課
税
世
帯

で
、
次
の
両
方
に
該
当
す
る
方

・
６
カ
月
以
上
寝
た
き
り
の
重
度

身
体
障
が
い
者（
20
歳
～
64
歳
）と

同
居
、
常
時
直
接
介
護
し
て
い
る

親
族
。

・
重
度
身
体
障
が
い
者
と
介
護
者

の
双
方
が
、
基
準
日（
令
和
７
年

２
月
１
日
）に
市
内
に
在
住
。

●
助
成
金
額
　
年
額
６
万
円

●
申
請
方
法
　
基
準
日
以
降
に
民

生
委
員
の
証
明
を
受
け
て
い
た
だ

き
、
２
月
28
日（
金
）ま
で
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

問
社
会
福
祉
課　

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
０
７

人
材
募
集

自
衛
隊
各
種
採
用
試
験
に
関
す
る

ご
案
内

〈
自
衛
官
候
補
生
〉

●
概
要
　
入
隊
後
２
年
毎
に
継
続

ま
た
は
就
職
・
進
学
を
選
択
で
き

る
コ
ー
ス

●
資
格
　
18
才
以
上
33
才
未
満

●
受
付
期
間
　
通
年

●
試
験
期
日
　
受
付
時
に
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

〈
採
用
説
明
会
の
ご
案
内
〉

　
事
前
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
場
所
　
亀
岡
募
集
案
内
所

●
内
容
　
自
衛
官
の
仕
事
と
生
活

及
び
採
用
種
目
に
つ
い
て
説
明
し

ま
す
。

●
対
象
　
学
生
・
一
般
・
保
護
者

の
方
等
ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た

だ
け
ま
す
。

問
防
衛
省
自
衛
隊　
亀
岡
募
集
案

内
所

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
２
４
－
４
１
７
０
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16広報なんたん1月号

お知らせコーナー

相談
相談 日程 時間 場所 予約・問合わせ先

人
権

女性相談（要予約）2月12日、26日（いず
れも水曜日）

①14：00～
②15：00～

予 約 時 に 案 内 し ま
す。

人権政策課
ＴＥＬ0771-68-0015

特設人権相談
（要予約） 2月18日（火） 13：30～16：00 八木市民センター

京都地方法務局園部
支局
ＴＥＬ0771-62-0208

健
康

出張がん
個別相談

（要予約）

2月18日（火）
※実施日の前日午後
4時までに予約

13：30～15：30 京都府南丹保健所
京都府がん総合相談
支援センター
ＴＥＬ0120-078-394

福
　
祉

南丹市権利擁護・
成年後見センター
専門相談

（要予約）

弁護士による相談
2月19日（水）
※2月12日（水）まで
に予約

14：00～15：00 市役所中央庁舎
1階相談室 福祉相談課

ＴＥＬ0771-68-0023
社会福祉士による相
談（月曜日～木曜日）9：00～16：00 市役所ほか

障害年金相談
（要予約） 2月25日（火） 13：00～16：00 市役所中央庁舎

１階相談室
市民課
ＴＥＬ0771-68-0011

なんでも相談
（障がい）

2月17日（月）

13：00～15：00

そよかぜ八木

社会福祉課　
ＴＥＬ0771-68-0007

2月22日（土） そよかぜ美山
2月25日（火） そよかぜ日吉
2月28日（金） 京都太陽の園分場

く
ら
し

司法書士
相続一斉相談会

2月1日（土）

13：00～16：00

南丹市美山支所

京都司法書士会
ＴＥＬ075-255-2566

２月8日（土） 園部文化会館大研修
室

２月15日（土） 日吉胡麻基幹集落セ
ンター１階会議室

２月22日（土） 八木市民センター

行
政
・
法
律

行政相談 2月4日（火） 13：30～15：30 園部文化会館３階会
議室

京都行政監視相談セ
ンター
ＴＥＬ075-802-1100
総務課
ＴＥＬ0771-68-0002

無料法律相談会
（要予約）

2月18日（火）
13：00～16：00

市役所日吉支所１階
食堂 総務課

ＴＥＬ0771-68-00023月11日（火） 八木市民センター会
議室３
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17 広報なんたん1月号

お知らせコーナー

子
育
て
支
援

子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
3
月

事
業
の
お
知
ら
せ

〈
共
通
事
項
〉

●
申
込
方
法
　
事
前
に
来
所
い
た

だ
く
か
、
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
３
月
の
事
業
の
申
し
込

み
受
付
は
、
２
月
３
日（
月
）か
ら

行
い
ま
す
。

●
参
加
人
数
　
親
子
40
人
程
度

〈
子
育
て
広
場
０
歳
児
～
〉　

●
日
時
　
３
月
10
日（
月
）

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

●
場
所
　
子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン

タ
ー

●
内
容　
「
お
は
な
し
ポ
ケ
ッ
ト
」

に
よ
る
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

〈
お
話
会
〉　

●
日
時
　
３
月
19
日（
水
）

午
前
10
時
30
分
～
11
時

●
場
所
　
横
田
公
民
館

〈
親
子
で
ヨ
ガ
を
楽
し
も
う（
０
歳

～
）〉

●
日
時
　
３
月
21
日（
金
）

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

●
場
所
　
子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン

タ
ー

※
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま
た
は
バ
ス
タ
オ

ル
を
ご
持
参
下
さ
い
。

〈
子
育
て
講
座
〉

●
日
時
　
３
月
25
日（
火
） 

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

●
場
所
　
子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン

タ
ー

●
内
容
　
安
藤
智
華
子
講
師
に
よ

る「
ス
ロ
ー
エ
イ
ジ
ン
グ
」

〈
親
子
リ
ト
ミ
ッ
ク
〉

●
日
時
　
３
月
26
日（
水
） 

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

●
場
所
　
子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン

タ
ー

問
子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
８
２

す
く
す
く
や
ぎ
っ
こ「
み
ん
な
お

い
で
よ
！
」

●
日
時
　
３
月
15
日（
土
）　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

（
受
付
：
９
時
30
分
～
）

●
場
所
　
八
木
市
民
セ
ン
タ
ー
3

階　
子
育
て
支
援
ル
ー
ム

●
内
容
　
お
楽
し
み
会
や
手
形
記

念
ア
ー
ト　

●
参
加
費
　
１
家
庭
５
０
０
円

●
申
込
み
　
未
就
学
児
と
そ
の
保

護
者

（
き
ょ
う
だ
い
が
い
る
と
こ
ろ
は

一
緒
に
参
加
可
能
で
す
）

●
持
ち
物
　
マ
ス
ク
、
す
い
と
う

（
お
茶
）、
手
ふ
き
タ
オ
ル

●
予
約
先
着
　
10
組

●
締
切
　
２
月
28
日（
金
）ま
で
に

メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
子
育
て
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
す
く
す
く
や
ぎ
っ
こ
」代
表　
川

勝ＴＥＬ
０
７
０
－
７
５
８
５
－
３
４
０
６

suku8suku@
gm
ail.com

子
育
て
つ
ど
い
の
広
場「
ぽ
こ
ぽ

こ
く
ら
ぶ
」（
2
月
）

〈
各
ひ
ろ
ば
共
通
事
項
〉

○
各
ひ
ろ
ば
の
ご
利
用
は
無
料
で

す
。

○
要
申
込
の
講
座
は
事
前
に
ご
予

約
く
だ
さ
い
。

○
予
定
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
下
記
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
電

話
等
に
て
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま

す
。

〈
八
木
ひ
ろ
ば
〉

●
日
時
　
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

隔
月
第
3
土
曜
日
の
午
前
10
時
～

午
後
3
時

●
場
所
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー

ス「
気
に
な
る
木
Ｊ
Ｕ
Ｊ
Ｕ（
ジ
ュ

ジ
ュ
）」

※
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
の
午
後

3
時
～
5
時
30
分
、
同
場
所
で
、

み
ん
な
の
居
場
所「seedbase

（
シ
ー
ド
ベ
ー
ス
）」を
開
催
し
ま

す
。

※
車
は
市
役
所
八
木
支
所
に
駐
車

し
て
く
だ
さ
い
。

〈
園
部
ひ
ろ
ば
〉

●
日
時
　
毎
週
月
～
金
曜
日
の
午

前
9
時
～
午
後
5
時

●
場
所
　
子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン

タ
ー

〈
日
吉
ひ
ろ
ば
〉

●
日
時
　
毎
週
火
曜
日
の
午
前
10

時
～
午
後
3
時

●
場
所
　
殿
田
交
流
セ
ン
タ
ー

（
殿
田
活
力
倍
増
セ
ン
タ
ー
横
）

〈
美
山
ひ
ろ
ば
〉

●
日
時
　
毎
週
木
曜
日
の
午
前
10

時
～
午
後
3
時

●
場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
美
山
分
室
）　

※
旧
美
山
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

〈
八
木
中
ひ
ろ
ば
〉

●
日
時　
毎
月
第
2
木
曜
日
の
午

前
10
時
～
午
後
3
時

●
場
所　
八
木
中
学
校
2
階
多
目

的
室

〈
産
後
か
ら
だ
ケ
ア
〉【
要
申
込
】

　
出
産
で
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
骨

盤
底
筋
を
放
っ
て
お
く
と
、
様
々

な
ト
ラ
ブ
ル
に
。
ま
ず
は
自
分
の

骨
盤
の
状
態
を
知
っ
て
、
ケ
ア
を

始
め
ま
し
ょ
う
。

●
日
時
　

2
月
21
日（
金
）

午
前
10
時
～
正
午　

※
先
着
8
名（
託
児
付
き
）

●
場
所
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー

ス「
気
に
な
る
木
Ｊ
Ｕ
Ｊ
Ｕ（
ジ
ュ

ジ
ュ
）」

●
講
師
　
女
性
専
用
ボ
デ
ィ
セ
ラ

ピ
ス
ト　
安
藤
智
華
子
さ
ん

●
対
象
　
産
後
6
カ
月
く
ら
い
ま

で
の
産
婦
さ
ん

●
参
加
費
　

1
，
0
0
0
円

〈
産
後
ほ
っ
こ
り
の
日
〉【
要
申
込
】

産
後
1
年
ま
で
の
お
母
さ
ん
達
に

ほ
っ
こ
り
し
て
も
ら
う
日
で
す
。

温
か
い
お
昼
ご
飯
付
き
。
毎
月
第

1
月
曜
日
か
ら
予
約
受
付
開
始
し

ま
す
。

●
日
時
　

2
月
20
日（
木
）　

午
前
10
時
～
午
後
3
時　

※
先
着
10
名
程
度

●
場
所
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー

ス「
気
に
な
る
木
Ｊ
Ｕ
Ｊ
Ｕ（
ジ
ュ

ジ
ュ
）」

●
対
象
　
産
後
1
年
ま
で
の
お
母

さ
ん
と
お
子
さ
ん

●
参
加
費
　

1
，
0
0
0
円

〈
ス
ロ
ー
エ
イ
ジ
ン
グ
〉【
要
申
込
】

　

ヨ
ガ
で
身
体
の
状
態
を
感
じ
、

リ
ン
パ
マ
ッ
サ
ー
ジ
・
ツ
ボ
を
用

い
て
内
臓
を
温
め
ま
す
。
肩
こ

り
・
冷
え
・
月
経
痛
・
産
後
の
不

調
・
更
年
期
症
状
な
ど
、
女
性
の

心
と
身
体
を
整
え
る
講
座
で
す
。

●
日
時
　

2
月
17
日（
月
）午
前
10

時
～
11
時
30
分　
※
先
着
10
名
程

度●
場
所
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー

ス「
気
に
な
る
木
Ｊ
Ｕ
Ｊ
Ｕ（
ジ
ュ

ジ
ュ
）」

●
講
師
　
女
性
専
用
ボ
デ
ィ
セ
ラ

ピ
ス
ト　
安
藤
智
華
子
さ
ん

＝メールアドレス　HP＝ホームページアドレス　〒＝郵便番号・住所　　　　　　　　　問＝申込・問合せ先　ＴＥＬ＝電話番号　ＦＡＸ＝FAX番号
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●
対
象
　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
。

●
参
加
費
　

1
，
5
0
0
円
、
託

児
付
き
2
，
0
0
0
円

〈
た
ま
ぴ
よ
く
ら
ぶ
〉【
要
申
込
】

　
た
ま
ぴ
よ
く
ら
ぶ
は
妊
娠
・
出

産
・
育
児
に
対
す
る
疑
問
や
お
気

持
ち
を
専
門
職
を
交
え
て
お
話
し

す
る
教
室
で
す
。
妊
婦
さ
ん
だ
け

で
な
く
、
パ
パ
や
ご
家
族
の
参
加

も
大
歓
迎
。

　
た
ま
ぴ
よ
く
ら
ぶ
は
2
回
で
1

セ
ッ
ト
で
す
が
、
も
ち
ろ
ん
1
回

の
み
の
ご
参
加
で
も
Ｏ
Ｋ
。
毎
月

で
も
、
何
回
で
も
ご
参
加
し
て
い

た
だ
け
ま
す
。

●
日
時
　 

１
回
目
…
2
月
25
日（
火
）　

2
回
目
…
3
月
18
日（
火
）

午
前
9
時
45
分
～
11
時
45
分　

※
先
着
10
名
程
度

●
場
所
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー

ス「
気
に
な
る
木
Ｊ
Ｕ
Ｊ
Ｕ（
ジ
ュ

ジ
ュ
）」

●
対
象
　
妊
婦
さ
ん
と
そ
の
ご
家

族●
参
加
費
　
無
料

●
日
時
　
２
月
15
日（
土
）、
３
月

16
日（
日
）

午
後
１
時
30
分
～
午
後
２
時
30
分

●
場
所
　
文
化
博
物
館　
展
示
室

●
対
象
　
一
般
向
け

●
参
加
費
　
無
料（
入
館
料
が
必

要
）

問
南
丹
市
立
文
化
博
物
館

午
前
９
時
～
午
後
５
時（
月
曜
休

館
）

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
８
１

第
２
回
日
置
健
幸
セ
ミ
ナ
ー

●
日
時
　
２
月
８
日（
土
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時

●
場
所
　
日
置
公
民
館（
八
木
町

日
置
）

●
内
容
　
厳
冬
の
中
で
の
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
の
注
意
点
と
冬
場
の
室
内

体
操

●
持
ち
物
　
活
動
量
計　
体
操
の

で
き
る
服
装
・
上
靴

問
日
置
区
集
落
支
援
事
業
委
員
会   

代
表　
浅
田
律
雄

ＴＥＬ
０
９
０
－
３
６
７
７
－
４
５
３
２

電
気
王「
高
木
文
平
翁
」第
２
回
勉

強
会

●
日
時
　
２
月
９
日（
日
）

午
前
10
時
～
11
時
30
分

●
場
所
　
下
区
公
民
館（
八
木
町

神
吉
下
区
）

催
し

郷
土
資
料
館『
む
か
し
の
道
具
展
』

開
催
の
お
知
ら
せ

　
昔
の
道
具
に
込
め
ら
れ
た
先
人

た
ち
の
知
恵
と
工
夫
や
変
わ
り
ゆ

く
生
活
習
慣
に
よ
っ
て
道
具
が
進

化
し
て
い
く
様
子
を
感
じ
て
い
た

だ
け
ま
す
。

●
開
催
日
　
１
月
25
日（
土
）
～

3
月
9
日（
日
）

問
日
吉
町
郷
土
資
料
館

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
６
９

令
和
６
年
度
冬
季
企
画
展「
文
字

権
左
衛
門
と
丹
波
志
」

●
日
時
　
２
月
８
日（
土
）
～
３

月
23
日（
日
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時

●
場
所
　
南
丹
市
立
文
化
博
物
館

●
内
容
　
岩
江
戸
村（
美
山
町
三

埜
）の
文
字
権
左
衛
門
は
郷
土
の

歴
史
を
調
査
し
た
人
物
で
す
。
彼

が
残
し
た
絵
図
や
古
文
書
を
紹
介

し
、
江
戸
時
代
の
郷
土
研
究
に
つ

い
て
考
え
ま
す
。

〈
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ト
ー
ク
〉

●
内
容　
展
示
品
に
つ
い
て
担
当

学
芸
員
が
解
説
し
ま
す
。

Instagram LINE Facebook

問ＮＰＯ法人グローアップ
ＴＥＬ080-3857-8119　　　
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●
内
容
　
日
本
で
最
初
の
電
車
を

走
ら
せ
た
高
木
文
平
翁
に
つ
い
て

問
神
吉
下
区
集
落
支
援
事
業
委
員

会　
代
表　
卯
ノ
田
耕
造　

ＴＥＬ
０
９
０
－
８
７
９
３
－
１
２
７
２

令
和
６
年
度
発
達
障
害
支
援
講
座

を
開
催
し
ま
す

　
ぶ
ど
う
の
木
が
こ
れ
ま
で
大
切

に
し
て
き
た
こ
と
を
ふ
り
か
え
り

な
が
ら
、
発
達
障
害
の
あ
る
人
へ

の
支
援
を
共
に
考
え
ま
す
。

●
日
時
　
２
月
11
日（
火
・
祝
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

●
場
所
　
明
治
国
際
医
療
大
学
10

号
館
２
階

●
内
容
　
講
義
、
体
験
報
告

●
参
加
費
　
５
０
０
円（
当
法
人

の
会
員
は
無
料
）

●
申
込
方
法
　
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
い
ず
れ
か
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
発
達
障
害
を
考
え

る
会
ぶ
ど
う
の
木

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
８
６
－
８
０
２
９

ＦＡＸ
０
７
７
１
－
８
６
－
９
０
０
１

健
康
づ
く
り
教
室
を
開
催
し
ま
す

●
日
時
　
２
月
12
日
、
26
日（
各

水
曜
日
）午
後
１
時
30
分
～
３
時

●
場
所
　
五
ケ
荘
地
域
活
性
化
セ

ン
タ
ー（
森
の
学
び
舎　
五
ケ
荘
）

●
内
容
　
健
康
体
操
、
健
康
教

室
、
福
祉・介
護
に
関
す
る
相
談
、

サ
ロ
ン

問
住
み
よ
い
む
ら
づ
く
り
協
議
会

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
７
３
－
０
６
０
５

農
×
地
域
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

２
０
２
５
開
催
の
お
知
ら
せ

●
日
時
　
２
月
15
日（
土
）

午
前
９
時
50
分
～

（
開
場
：
午
前
９
時
30
分
～
）

●
場
所
　
明
治
国
際
医
療
大
学　

講
堂
お
よ
び
10
号
館

●
参
加
費
　
前
売
り
１
，
５
０
０

円
、
当
日
２
，
０
０
０
円
、
午
後

の
み
参
加
１
，
０
０
０
円

●
申
込
方
法
　
申
込
フ
ォ
ー
ム
ま

た
は
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

問
つ
む
ぎ

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
７
４
－
１
３
２
７

nantanm
iraitagayasu@

gm
ail.com

な
ん
た
ん
健
幸
ポ
イ
ン
ト
測
定
会

の
お
知
ら
せ（
日
吉
町
胡
麻
地
区
）

　
月
に
一
回
、
体
組
成
計
測
定
が

で
き
ま
す
。
予
約
不
要
で
す
の
で

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　

2
月
14
日（
金
）、
3
月

14
日（
金
）

午
後
１
時
30
分
～
４
時

●
場
所
　
胡
麻
基
幹
集
落
セ
ン
タ

ー●
持
ち
物
　
活
動
量
計
も
し
く

は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

問
胡
麻
で
健
幸
測
ろ
う
会

ＴＥＬ
０
８
０
－
５
２
９
０
－
８
９
０
０

健
幸
セ
ミ
ナ
ー
の
お
知
ら
せ

●
日
時
　
２
月
28
日（
金
）

午
前
10
時
～
11
時
30
分

●
場
所
　
国
際
交
流
会
館
イ
ベ
ン

ト
ホ
ー
ル

●
演
題
　
生
活
習
慣
病
予
防
の
た

め
の
生
活
の
ヒ
ン
ト（
講
師　

タ

ニ
タ
ヘ
ル
ス
リ
ン
ク
管
理
栄
養

士
・
運
動
指
導
士
）

●
定
員
　
１
０
０
名

●
申
込
方
法
　
２
月
21
日（
金
）ま

で
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

問
健
幸
ま
ち
づ
く
り
課

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
１
６

世
界
の
料
理
教
室「
ブ
ー
タ
ン
料

理　
エ
マ
ダ
ッ
ツ
ィ
」

●
日
時
　
２
月
16
日 （
日
）

午
前
10
時
30
分
～
午
後
１
時

●
場
所
　
園
部
文
化
会
館

●
対
象
　
府
内
在
住
、
在
勤
の
小

学
生
以
上
の
方
お
よ
び
会
員

●
定
員
　
20
人（
先
着
順
）

●
参
加
費
　
５
０
０
円

●
申
込
方
法
　
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

問
南
丹
市
国
際
交
流
協
会

（
火
～
金　
午
後
０
時
30
分
～
４

時
30
分
）　

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
３
－
１
８
４
０

ＦＡＸ
０
７
７
１
－
６
３
－
１
８
４
１

info@
nantania.jp

水
引
で
作
る
お
雛
飾
り

●
日
時
　
２
月
22
日（
土
）

午
前
10
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～

３
時

２
月
23
日（
日
）

午
前
10
時
～
正
午

●
場
所
　
京
都
府
立
口
丹
波
勤
労

者
福
祉
会
館　
会
議
室

●
内
容
　
水
引
を
使
っ
て
桃
の
節

句
の
お
雛
飾
り
の
作
成

●
参
加
料
　
２
，
５
０
０
円

●
持
ち
物
　
ニ
ッ
パ
ー・目
打
ち・

ハ
サ
ミ

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
八
木
町
ス
ポ
ー
ツ

協
会

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
４
２
－
５
４
８
４  

ＦＡＸ
０
７
７
１
－
４
２
－
５
６
８
４

fualx504@
kcn.jp

第
38
回
八
木
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交

流
会

●
日
時
　
２
月
22
日（
土
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

（
受
付
：
午
後
１
時
～
）

●
会
場
　
八
木
市
民
セ
ン
タ
ー
３

階
文
化
ホ
ー
ル

●
内
容
　
ポ
イ
捨
て
撲
滅
シ
ン
ガ

ー
に
よ
る
講
演
と
ス
テ
ー
ジ
発
表

●
対
象
　
ど
な
た
で
も
ご
参
加
い

た
だ
け
ま
す
。

問
南
丹
市
社
会
福
祉
協
議
会
八
木

事
務
所

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
４
２
－
５
４
８
０

在
宅
ケ
ア
講
演
会
を
開
催
し
ま
す

●
日
時
　
３
月
１
日（
土
）

午
後
２
時
～
３
時
30
分

●
場
所
　
国
際
交
流
会
館
コ
ス
モ

ホ
ー
ル

●
演
題
　
在
宅
ケ
ア
の
充
実
を
目

指
し
た
医
療
と
の
連
携
、
能
力
と

障
壁
に
注
目
し
て
み
よ
う
。

LINE

つむぎ
ホームページ

申込フォーム

＝メールアドレス　HP＝ホームページアドレス　〒＝郵便番号・住所　　　　　　　　　問＝申込・問合せ先　ＴＥＬ＝電話番号　ＦＡＸ＝FAX番号
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●
講
師
　
南
丹
市
国
民
健
康
保
険

美
山
林
健
セ
ン
タ
ー
診
療
所　
　

西
岡
大
輔
所
長

問
高
齢
福
祉
課　

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
０
６

わ
く
わ
く
な
ん
た
ん
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト〈
体
力
測
定
会
〉

●
日
時
　
２
月
８
日（
土
）

【
１
部
】午
後
１
時
～
２
時
30
分

（
受
付
：
午
後
０
時
40
分
）

【
２
部
】午
後
３
時
～
４
時
30
分

（
受
付
：
午
後
２
時
40
分
）

●
内
容

【
１
部
】①
歩
行
速
度
テ
ス
ト
②
握

力
③
立
ち
上
が
り
テ
ス
ト
④
バ
ラ

ン
ス
テ
ス
ト
⑤
ス
テ
ッ
プ
テ
ス
ト

【
２
部
】①
反
復
横
跳
び
②
握
力
③

立
ち
幅
跳
び
④
上
体
起
こ
し
⑤
15

ｍ
ク
イ
ッ
ク
シ
ャ
ト
ル
ラ
ン

●
場
所
　
園
部
海
洋
セ
ン
タ
ー

●
定
員
　
各
先
着
50
名

●
申
込
方
法
　
２
月
５
日（
水
）午

後
５
時
ま
で
に
申
込
フ
ォ
ー
ム
、

郵
送
、
持
参
の
い
ず
れ
か
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

〈
ス
ポ
ー
ツ
講
座
〉

●
日
時
　
２
月
９
日（
日
）

　
午
後
１
時
～
３
時

●
内
容
　
筋
力
を
向
上
さ
せ
る

「
靴
ひ
も
の
法
則
」講
座

●
場
所
　
３
号
庁
舎
２
階
第
４
会

議
室

●
定
員
　
先
着
30
名

●
持
ち
物
　
ひ
も
靴

●
申
込
方
法
　
２
月
５
日（
水
）午

後
５
時
ま
で
に
申
込
フ
ォ
ー
ム
、

郵
送
、
持
参
の
い
ず
れ
か
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
０
３

南
丹
市
ボ
ウ
リ
ン
グ
交
流
大
会　

参
加
者
募
集
中

●
日
時
　
２
月
15
日（
土
）

午
後
７
時
30
分
～

（
受
付
：
午
後
７
時
～
）

●
場
所
　
ア
ル
プ
ラ
ザ
ボ
ウ
ル

●
参
加
資
格
　
18
歳
以
上
の
南
丹

市
内
に
在
住
在
勤
の
方（
高
校
生

不
可
）

●
参
加
料
　
１
，
０
０
０
円（
貸

し
靴
代
は
別
）

●
申
込
方
法
　
２
月
12
日（
水
）ま

で
に
園
部
海
洋
セ
ン
タ
ー（
Ｔ
Ｅ

Ｌ 

６
８
－
０
０
８
４
）ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
南
丹
市
ボ
ウ
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ
事

務
局　

ＴＥＬ
０
９
０
－
４
３
０
３
－
１
４
５
０

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
交
流
大
会

開
催
に
つ
い
て

●
日
時
　
２
月
22
日（
土
）

午
前
９
時
30
分
～
正
午

（
受
付
：
午
前
９
時
～
）

●
場
所
　
園
部
公
園
ス
ポ
ー
ツ
広

場●
定
員
　
80
名（
先
着
順
）

●
申
込
方
法
　
２
月
２
日（
日
）午

後
５
時
ま
で
に
申
込
用
紙
を
園
部

海
洋
セ
ン
タ
ー
ま
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

問
園
部
海
洋
セ
ン
タ
ー（
月
祝
休

館
）

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
８
４

南
丹
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大

会　
参
加
者
募
集
中

●
日
時
　
３
月
４
日（
火
）

午
後
１
時
30
分
～

（
雨
天
の
場
合
は
３
月
６
日（
木
））

●
場
所
　
園
部
公
園
ス
ポ
ー
ツ
広

場

●
参
加
資
格
　
18
歳
以
上
の
南
丹

市
内
に
在
住
在
勤
の
方

●
参
加
料
　
４
０
０
円

●
申
込
方
法
　
２
月
７
日（
金
）ま

で
に
大
会
事
務
局
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

問
南
丹
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

協
会
事
務
局

ＴＥＬ
０
９
０
－
２
７
０
３
－
７
７
０
６

丹
波
自
然
運
動
公
園
か
ら
お
知
ら

せ〈
太
極
拳
教
室
〉

●
日
時
　
２
月
14
日（
金
）

午
後
２
時
～
４
時

●
場
所
　
体
育
館

●
内
容
　
太
極
拳
の
基
礎
を
学
ぶ

●
参
加
費
　
５
０
０
円（
当
日
受

付
）

●
定
員
　
30
人

〈
ヨ
ガ
教
室
〉

●
日
時
　
２
月
28
日（
金
）

午
後
２
時
～
３
時
30
分

●
場
所
　
京
都
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ

ン
タ
ー 

研
修
室

●
内
容
　
ヨ
ガ
で
心
身
と
も
に
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
し
よ
う

●
参
加
費
　
７
０
０
円（
当
日
受

付
）

●
定
員
　
30
人

問
丹
波
自
然
運
動
公
園　

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
８
２
－
１
０
４
５

申込フォーム

申込フォーム

令和7年2月16日（日）開催
京都マラソン2025

大会当日はご不便をおかけしますが、
ノーマイカーデーにご協力をお願いします。

京都市文化市民局市民スポーツ振興室　　　　
TEL：075-222-3138　 FAX：075-213-3367
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め
ぇ
め
ぇ
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
ぎ
か

ょ
！

　
め
ぇ
め
ぇ
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
し
て

開
催
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
お

電
話
で
。

●
日
時
　
毎
月
第
４
土
曜
日　

午
前
10
時
～
午
後
３
時　
　

●
場
所
　
八
木
町
本
町
通
り
商
店

の
駐
車
場
と
そ
の
周
辺

●
出
店
参
加
費
　

年
会
費
１
店
舗
３
，
０
０
０
円

参
加
費
毎
回
１
店
１
，
０
０
０
円

●
内
容
　
テ
ン
ト
・
机
は
各
自
で

準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

問
南
丹
や
ぎ
の
青
空
市
実
行
委
員

会（
め
ぇ
め
ぇ
マ
ー
ケ
ッ
ト
）廣
瀨

ＴＥＬ
０
９
０
－
４
２
９
０
－
２
０
８
４

地
域
密
着
型
の
直
売
所

「
～
自
然
の
恵
み
～
畑
郷
家
」

　
無
農
薬
・
無
化
学
肥
料
の
野
菜

と
お
米
・
ア
ク
セ
サ
リ
ー
・
工
芸

品
も
あ
り
ま
す
。

●
日
時
　
毎
週
土
曜
日
、
日
曜
日

午
前
９
時
～
午
後
５
時

●
場
所
　
日
吉
町
畑
郷
八
坂
45
－

１問
畑
郷
家

ＴＥＬ
０
１
２
０
－
３
９
－
８
５
０
８

No.95　南丹市立図書館
中央図書館　TEL（0771）68－0080
八木図書室・日吉図書室・美山図書室
（休館日：毎週月曜日・祝日）

https://www.lics-saas.nexs-service.jp/nantan/

No.115

新
刊
紹
介

『
柚
木
麻
子
の

ド
ラ
マ
な
な
め
読
み
！
』

著
者
／
柚
木
　
麻
子

発
行
／
フ
ィ
ル
ム
ア
ー
ト
社

『
お
な
じ
と
こ
ろ
ち
が
う
と
こ
ろ
』

作
／
　
新
井
　
洋
行
　

絵
／
　
嶽
　
ま
い
こ

発
行
／
く
も
ん
出
版

～他にもこんな本が入っています～
一般書
・おすすめ！子どもの本 編／日本国際児童図書評議会 
・グローバルサウスの地政学 著者／宮家邦彦  
・遺伝子はなぜ不公平なのか？ 著者／稲垣栄洋
・整うオイル 著者／地曳直子
・農家が教える耕さない農業 編／農文協
・みそ味じゃないみそレシピ 著者／minokamo 
・人魚が逃げた 著者／青山美智子
・青い絵本 著者／桜木紫乃 
・眠れない夜のために 著者／千早茜
・憧れ写楽 著者／谷津矢車

児童書
・水の一生図鑑 監修／林良博
・せかいの国鳥にっぽんの県鳥 監修／小宮輝之
・カミオカンデの神さま 作／松田悠八
・おしりたんてい かいとうUのおとしもの さく・え／トロル

絵本
・ぜったいさきにたべニャイぞ！ 作・絵／あさおよう
・おきがえパンダ 作・絵／海野あした
・あ、あな！ 作／チョーヒカル
・ミーコ 作／長谷川義史
・森でつながるエゾモモンガ 写真・文／原田佳実

＝メールアドレス　HP＝ホームページアドレス　〒＝郵便番号・住所　　　　　　　　　問＝申込・問合せ先　ＴＥＬ＝電話番号　ＦＡＸ＝FAX番号
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市の花　さくら 市の木　ぶな 市の鳥　オオルリ

森・里・街・ひとがきらめくふるさと

●総人口：29,531人（−57）
　（男：14,366人

（−29）
・女：15,165人

（−28）
）

●世帯数：14,242世帯（−16）
（令和7年1月1日現在）

（　）内は前月比

広報南丹

　

皆
さ
ん
、
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
年
末
年

始
は
い
か
が
お
過
ご
し
だ
っ
た

で
し
ょ
う
か
。
正
月
は
イ
ベ
ン

ト
も
多
く
、
せ
わ
し
な
く
動
き

続
け
た
方
も
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

ま
だ
ま
だ
厳
し
い
寒
さ
が
続

き
ま
す
が
、
風
邪
や
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
な
ど
に
は
十
分
気
を
付

け
て
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
が
無

病
息
災
の
１
年
と
な
り
ま
す
よ

う
願
っ
て
お
り
ま
す
。

 

編
集
後
記

く
り
協
働
員
」と
し
て
委
嘱
し
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
の
話
し
合
い
を
行
っ
て
き
た
。
園
部
町
メ
ン
バ
ー

は
、「
園
部
駅
西
口
に
活
気
を
つ
く
ろ
う
」を
テ
ー
マ

の
一
つ
と
し
て
具
体
化
策
を
話
し
合
う
。
そ
の
結
果
、

メ
ン
バ
ー
の
積
極
的
な
動
き
に
よ
り
西
口
の
民
間
空

き
事
務
所
に
園
部
文
化
観
光
協
会
事
務
所
が
移
転
。

京
都
建
築
大
学
校
の
先
生
や
学
生
と
協
力
し
、
人
が

集
ま
り
活
用
で
き
る
駅
前
空
間
を
創
造
す
る
企
画
が

ス
タ
ー
ト
。

　

観
光
や
体
験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
ス
ペ
ー
ス
や
誰

で
も
使
え
る
情
報
ボ
ッ
ク
ス
、
お
茶
も
飲
め
る
休
憩

場
所
を
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
に
配
置
。
学
生
な
ど
若

者
や
一
般
市
民
が
気
軽
に
利
用
で
き
る
空
間
づ
く
り

を
目
指
す
。
ま
た
、
外
の
広
場
は
開
放
的
な
テ
ラ
ス

と
な
る
。

　

何
も
な
い
駅
と
言
わ
れ
て
い
た
園
部
駅
。
し
か
し

昨
年
春
と
秋
の
イ
ベ
ン
ト
で
大
き
な
賑
わ
い
を
見
せ

た
。
テ
ラ
ス
に
テ
ー
ブ
ル
や
パ
ラ
ソ
ル
、
椅
子
が
セ

ッ
ト
さ
れ
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
や
屋
台
が
並
ぶ
。
見
違

え
る
光
景
に「
花
が
咲
い
た
様
」と
の
感
想
。
園
部
文

化
観
光
協
会
関
係
者
は
、
ま
だ
初
め
の
一
歩
と
言
う
。

今
後
市
民
や
来
訪
者
が
駅
に
集
い
、
普
段
に
駅
が
交

流
と
賑
わ
い
、
情
報
発
信
の
場
と
な
る
よ
う
に
と
期

待
が
膨
ら
む
。

　
　
南
丹
市
長　
　
西
村
良
平

　

か
つ
て
駅
は
概
し
て
町
の
中
心
部
か
ら
離
れ
た
外

周
に
つ
く
ら
れ
た
。
明
治
10
年
開
業
の
京
都
駅
も
田

ん
ぼ
や
畑
が
ひ
ろ
が
る
今
の
七
条
通
り
近
く
に
建
設

さ
れ
た
。
保
守
層
の
反
対
や
用
地
買
収
の
都
合
が
理

由
。
亀
岡
駅
も
ま
た
市
街
地
の
北
辺
に
あ
り
中
心
市

街
地
か
ら
は
離
れ
て
い
た
。
そ
の
後
多
年
の
都
市
計

画
事
業
な
ど
に
よ
り
、
駅
や
そ
の
周
辺
は
ま
ち
の
中

核
と
し
て
発
展
し
て
い
っ
た
。

　

京
都
鉄
道（
現
山
陰
本
線
）が
京
都
〜
園
部
間
に
開

通
し
、
園
部
駅
は
今
か
ら
1
2
5
年
前
の
明
治
32
年

8
月
15
日
開
業
。
駅
設
置
に
よ
り
町
は
発
展
の
契
機

を
つ
か
む
か
に
見
え
た
。
だ
が
、
駅
は
ま
ち
の
中
心

部
か
ら
徒
歩
20
分
も
か
か
る
と
こ
ろ
に
遠
ざ
け
ら
れ

た
。
山
と
川
に
囲
ま
れ
た
田
ん
ぼ
の
中
に
、
ポ
ツ
ン

と
駅
の
み
が
あ
っ
た
。
理
由
は
蒸
気
機
関
車
の
煤
煙

で
火
事
が
起
こ
る
不
安
だ
っ
た
と
聞
く
。
実
際
、
昭

和
16
年
日
吉
殿
田
地
区
で
1
0
4
軒
の
民
家
が
全
焼

し
た
。
汽
車
の
煤
煙
が
か
や
ぶ
き
屋
根
に
燃
え
移
っ

た
と
さ
れ
て
い
る
。

　

駅
及
び
駅
前
に
求
め
ら
れ
る
役
割
は
何
か
。
駅
や

交
通
広
場
な
ど
多
様
な
交
通
手
段
の
交
通
結
節
機
能
、

駅
舎
や
広
場
空
間
な
ど
玄
関
口
シ
ン
ボ
ル
機
能
、
広

場
や
ア
ト
リ
ウ
ム
な
ど
市
民
交
流
機
能
、
商
業（
飲

食
・
娯
楽
等
や
都
市
サ
ー
ビ
ス
）な
ど
の
賑
わ
い
機
能

が
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
残
念
な
が
ら
園
部
駅
は
こ

れ
ら
役
割
に
照
ら
す
と
大
変
点
数
が
低
い
。

　
一
昨
年
度
か
ら
市
民
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
を「
ま
ち
づ

▲庭のメド―セージ


